
こ
と
に
な
る
。

　
　
　西
有
家
の
給
食
セ
ン

タ
ー
は
29
年
間
も
使
っ
て
い

る
。
深
江
の
セ
ン
タ
ー
は
ま

だ
15
年
し
か
使
っ
て
な
い
。

ま
だ
10
年
以
上
は
使
え
る
。

　
　
　
　私
ど
も
は
議
会
の

了
解
を
い
た
だ
い
た
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　
　深
江
の
住
民
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
た
。
一
つ
の

事
業
に
対
し
て
95
通
の
文
書

回
答
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で

に
こ
の
よ
う
な
生
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

　
　
　こ
う
い
う
形
で
寄
せ

ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。

　
　
　１
４
８
通
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
中
１
４
５

通
が
「
深
江
の
給
食
セ

ン
タ
ー
か
ら
運
ん
で
く

れ
」
で
あ
っ
た
。
こ
の

要
望
に
ど
う
応
え
る
か
。

　
　
　深
江
の
み
な
さ

ん
の
気
持
ち
を
受
け
止

め
て
、新
給
食
セ
ン
タ
ー

で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　南
島
原
市
全

体
の
給
食
の
あ
り
よ
う

を
考
え
て
新
セ
ン
タ
ー

１
か
所
で
供
用
を
開
始

す
る
。

　
　
　

深
江
の
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
現
在
も
使
っ
て
い

る
。
今
後
も
使
え
る
こ
と
を

確
認
し
た
い
。

　
　
　
　今
後
も
使
え
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
今
使

え
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
給

食
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
す
る
、

供
用
開
始
ま
で
は
使
え
る
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
　深
江
の
給
食
セ
ン

タ
ー
が
使
え
な
い
理
由
は
何

か
。　

　
　

 

　使
え
る
か
使
え
な

い
か
よ
り
も
、
１
か
所
で
供

用
開
始
に
な
れ
ば
使
わ
な
い
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質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

一
般
質
問

一
般
質
問

新型コロナウイルス
に対する市の対応は

　
　

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お
い

て
、
農
業
、
漁
業
、
製
造
業

に
対
す
る
支
援
を
南
島
原
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

取
っ
て
お
ら
れ
る
か
、
ま
た

考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

　国
は
サ
ー
ビ
ス
業
に
だ
け

は
十
分
す
ぎ
る
よ
う
な
対
策

を
取
ら
れ
る
と
い
う
世
間
一

般
の
話
を
よ
く
聞
く
が
、
市

と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
取
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
　長
崎
県
の
要
請
を
受

け
、
営
業
時
間
の
短
縮
要
請

に
応
じ
た
飲
食
店
等
へ
協
力

金
を
支
給
し
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
の
飲
食
店
等
と
直
接
・

間
接
的
に
取
引
が
あ
っ
た
事

業
者
等
へ
の
支
援
は
な
か
っ

た
。　そ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

市
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
係
る
影
響
の

長
期
化
、
あ
る
い
は
飲
食
店

等
の
時
短
営
業
や
不
要
不
急

の
外
出
、
移
動
の
自
粛
に

よ
っ
て
影
響
を
受
け
、
売
り

上
げ
が
減
少
し
た
市
内
事
業

者
を
支
援
す
る
こ
と
に
し

た
。
要
件
と
し
て
は
、
本
年

１
月
ま
た
は
２
月
の
売
り
上

げ
が
対
前
年
比
、
ま
た
は
対

前
々
年
比
50
％
以
上
減
少
し

て
い
る
事
業
者
に
対
し
て
は

20
万
円
の
支
援
金
を
支
給
す

る
も
の
で
、
経
費
の
負
担
割

合
は
県
２
分
の
１
、
市
２
分

の
１
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

売
上
高
が
20
％
以
上
、
50
％

未
満
減
少
し
た
事
業
者
に
対

し
て
、
市
単
独
で
10
万
円
の

支
援
金
を
支
給
す
る
。

　
　
　納
入
業
者
に
関
し
て

は
、
コ
ロ
ナ
関
係
で
学
校
給

食
等
に
納
入
し
て
い
る
業
者

も
大
変
売
り
上
げ
が
落
ち
て

い
る
と
思
う
が
、
そ
の
点
に

つ
い
て
、
市
と
し
て
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の

か
。　

　
　農
業
、
漁
業
を
含
む

市
内
の
全
て
の
業
種
を
対
象

に
し
た
対
応
を
考
え
て
、
今

議
会
の
皆
様
方
の
御
理
解
を

い
た
だ
い
て
そ
う
い
う
仕
組

作
り
を
行
っ
て
い
く
方
向
で

あ
る
。

議
員

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

市
長

市
長

　
　
　南
島
原
市
の
児
童
生

徒
全
て
に
１
か
所
で
作
っ
た

給
食
を
食
べ
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
法
律
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　法
律
は
な
い
。

　
　
　深
江
の
住
民
は
深
江

の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
地
産
地

消
の
給
食
を
食
べ
さ
せ
た
い

と
願
っ
て
い
る
。
こ
の
願
い

を
法
的
根
拠
も
示
せ
ず
押
し

つ
ぶ
す
こ
と
は
市
民
の
上
に

市
長
や
教
育
長
を
置
く
こ
と

に
な
り
許
せ
な
い
。
深
江
の

住
民
の
願
い
を
か
な
え
て
ほ

し
い
こ
と
を
言
っ
て
終
わ
る
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

小 林 知 誠 議員

現
　
　
　

政
府
は
、
デ
ジ
タ
ル

庁
の
関
係
法
令
案
を
閣
議
決

定
し
た
が
、
本
市
は
今
ま
で

の
シ
ス
テ
ム
を
改
善
し
、
利

便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
目
指
し
、
具
体
的
な
改
革

の
準
備
は
進
ん
で
い
る
の

か
。　

　
　各
種
申
請
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
の
推
進
や
押
印
申
請

の
見
直
し
、
人
工
知
能
、（
パ

ソ
コ
ン
の
）Ｒ
Ｐ
Ａ
等
の
利

活
用
に
取
り
組
む
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険

証
と
し
て
の
利
用
は
、
令
和

３
年
３
月
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
に
対
応
し
た
医

療
機
関
や
薬
局
な
ど
で
順

次
、
健
康
保
険
証
と
し
て
の

利
用
が
可
能
に
な
る
予
定
で

あ
る
。

　本
市
の
行
政
事
務
で
申
請

書
等
の
押
印
は
現
在
１
，
５

０
０
件
あ
る
が
、
令
和
５
年

度
ま
で
に
押
印
を
廃
止
す
る

と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
各
部

局
に
お
い
て
順
次
見
直
し
を

進
め
て
い
る
。

　
　
　本
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
に
お
い
て
、
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
効
率
化
の
推

進
は
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　
　施
設
園
芸
作
物
の
イ

チ
ゴ
、ト
マ
ト
等
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
度
か
ら
３
年
計
画

で
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
を
導
入

し
た
農
業
新
技
術
活
用
実
証

事
業
を
実
施
中
で
あ
る
。

　
　
　

　
　
　本
市
独
自
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
方
法
や
手
順
を
お

聞
き
し
た
い
。

　
　
　国
の
指
示
に
よ
る
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
期
間
は
、
令
和
３
年
２

月
17
日
か
ら
令
和
４
年
２
月

28
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
対
象
者
の
方
へ

接
種
券
を
発
送
し
、
予
約
は

市
が
委
託
し
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　本
市
の
ワ
ク

チ
ン
予
算
は
、総
額
３
億
１
，

０
１
４
万
７
千
円
と
な
っ
て

い
る
。
対
象
者
等
に
つ
い
て

は
、医
療
従
事
者
約
２
千
名
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
１

万
８
，
５
０
０
名
、
基
礎
疾

患
者
約
５
千
名
、
高
齢
者
施

設
の
従
事
者
が
約
７
０
０

名
、
全
体
で
約
４
万
４
，
４

０
０
名
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
、
本
市
と
雲
仙
市
と
一

緒
に
、
医
師
会
に
ス
ム
ー
ズ

な
接
種
を
要
望
し
て
い
く
。

黒 岩 英 雄 議員

議
員

　
　
　　

　
　特
に
コ
ロ
ナ
の
発
生

と
と
も
に
経
済
的
な
打
撃
が

大
変
影
響
し
て
い
る
。
救
済

方
法
は
。

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
係
る
影
響
の

長
期
化
、
飲
食
店
等
の
時
短
営

業
等
に
対
し
、
今
後
も
逐
次
状

況
を
把
握
し
、
国
・
県
と
連
携

し
、必
要
な
支
援
に
取
り
組
む
。

　
　
　本
市
の
事
業
継
続
支

援
金
が
今
議
会
で
可
決
し
た

が
、
で
き
る
だ
け
早
く
事
業

者
の
皆
さ
ん
に
通
知
す
る
よ

う
に
お
願
い
す
る
。

　次
に
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
方
法
は
、
市
民
に
通

知
す
る
前
に
徹
底
し
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　現
在
、
医
療

従
事
者
の
先
行
接
種
が
２
月

17
日
か
ら
行
わ
れ
、
ワ
ク
チ

ン
の
日
本
へ
の
到
着
状
況
を

見
な
が
ら
の
状
況
で
、
本
市

の
基
本
型
施
設
の
泉
川
病
院

に
つ
い
て
、
第
２
弾
が
３
月

22
日
か
29
日
の
週
に
届
く
予

定
で
２
９
８
人
分
、
そ
し
て

第
３
弾
が
４
月
12
日
か
19
日

の
週
に
１
，
６
１
０
人
分
。

こ
れ
が
医
療
従
事
者
の
分
だ

と
思
う
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、

ま
だ
南
島
原
市
の
医
療
従
事

者
さ
え
も
接
種
を
受
け
ら
れ

な
い
状
況
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　本
市
出
身
の
大
学
生

の
接
種
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　も
し
、
東
京

に
お
住
ま
い
な
ら
ば
、
何
区

の
何
々
病
院
と
い
う
こ
と

で
、
接
種
申
請
を
し
、
今
住

ま
い
の
区
役
所
に
提
出
し
、

そ
こ
か
ら
許
可
が
出
て
接
種

す
る
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。

　
　
　今
の
状
況
を
聞
き
た

い
。　

　
　
　
　
　現
在
加
盟
店

舗
数
は
３
１
１
店
舗
で
、
ユ
ー

ザ
ー
登
録
者
数
は
８
，
９
６
４

人
、
チ
ャ
ー
ジ
金
額
は
２
億
３

０
０
万
円
で
、
既
に
１
億
１
，

１
０
０
万
円
に
つ
い
て
加
盟

店
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　執
行
率
が
63
・
９
％

だ
と
、
３
月
15
日
締
切
り
な

の
で
執
行
残
が
36
・
１
％
だ

が
、
魅
力
が
な
い
の
か
、Ｐ

Ｒ
が
足
り
な
い
の
か
。

※

答
弁
時
間
が
な
い
た
め
、

答
弁
な
し
。

松 永 忠 次 議員

市
長

市
長

市
長

市
長

まだ南島原市の医療従事者
さえも接種を受けられない
状況と考えられる。

市民に通知する前に
徹底したシミュレー
ションはできるのか
福
祉
保
健
部
長

マイナンバーで健康
保険証や押印の廃止
などを進めている。

デジタル化の推進
を早く進めるべき
と思うが

議
員

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

地
域
振
興
部
長

吉 岡 　 巖 議員

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

法律はない。

一つの給食センターで作
ったものを市全体の児童
生徒に食べさせなければ
ならない法律があるか。
教
育
長

　
　

農
業
、
漁
業
、
製
造
業
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
コ
イ
ン
に
つ
い
て

議
員

議
員

議
員デ

ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

市
長

市
長

深江学校給食センター

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

南島原市事業継続支援金
長崎県の要請に基づく飲食店等の時短営業や不要不急の外出・移動の自粛により
影響を受け、売り上げが減少した市内事業者を支援する。
〈要件〉
・市内に主たる事業所を有する法人又は、市内に住所を有する個人。
・本年 1月又は 2 月の売り上げが対前年比 ( または対前々年 )20% 以上減収となる者。
　但し、前年収入のうち当該事業収入の割合が50% を超え、かつ60 万円以上 / 年の収入があること。
・時短営業協力金受給事業者を除く。
・時短営業を実施した県内の飲食店と直接・間接の取引があること。
・県内における不要不急の外出・移動自粛による直接的な影響を受けたこと。
〈支援額〉
・減収率　▲20% 以上▲50% 未満の事業者：10 万円
・減収率　▲50% 以上の事業者：20 万円


